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「今年に入って最高値または最安値をつけた銘柄を知る方法」

２０１８年中で、直近が最高値または最安値となった銘柄を知るにはどうしたらいいで
しょうか？
過去一年間ではなく、２０１８年中というのがキーポイントです。

絞り込み検索を使い調べてみましょう。

■１２．株価位置を使います。

本日は２０１８年１２月７日です。

日足の場合、１月４日から今日までは２３０日経過しています。

今日が今年の最高値の設定は下記です。
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結果はこうなります。

週足だったら４８週

今週が一番高く、かつ終値＝高値。

48週

４８週経過している。
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結果 当然ですが、日足と同じ銘柄が合格してきます。

月足だったら１１ヶ月
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結果

■今日が今年の最安値の設定方法はこうなります。

ここを「０」とします。

来週、１２月１０日になったら、さかのぼる日数は、日足は「２３１」となります。

週足は、「４９」週、月足は、「１１」ヶ月です。

検索条件が、今年（２０１８年）という事なので、日足は、一日経過する度にさかのぼ
る日数が変化し、週足は、週ごと。月足は月ごとに＋１していきます。
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■ＪＰ分析シートを使うとこうなります。

今週が今年（２０１８年）の最高値

最高値周期 「４８」
最高値比率 「１」以上・・・計算式 検索日の終値／期間内の最高値

今日が今年（２０１８年）の最安値

最安値比率 「１」以下・・・計算式 検索日の終値／期間内の最安値

■注意点

今日の新高値銘柄（新安値銘柄）といった表現がありますが、２０１８年中という事で
あれば、今回紹介した検索がそれに当てはまります。

過去１年間となると、さかのぼる日数が違いますので、結果も違ってきます。

紹介した検索は、高値＝終値を加味している検索です。
この設定は重要です。上ひげ、下ひげが長いと思い描いていた結果と違ってきますので。
週足だと週末の終値、月足だと月末の終値に重きが置かれます。

今日が新高値（最高値）という意味が、終値を差しているのか、それともザラ場の高値
が新高値であればいいのか（終値は高値ではない）によっても結果が違ってきます。

ＪＰ分析シートを使う場合、初期データとして５２本ローソク足が必要です。
主に月足の検索をする場合、データ数が足りずに、「株価位置」の検索と銘柄が違う事
があります。
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■過去１年間（２００日と仮定）の最高値、最安値銘柄数

※ＥＴＦ・リートは除く個別銘柄のみが対象 ＪＰ２０００ソフト使用

最高値数

最安値数

最高値数、最安数共に突出したポイントが、それぞれ天井圏、底値圏に近い。


